
都市共⽣デザイン専攻都市災害管理学コースカリキュラム・マップ

凡例 科⽬区分
必修科⽬ 選択科⽬ 学府共通科⽬ 研究指導

博⼠課程専攻科
⽬

再掲は薄⾊で表
⽰ 必修科⽬ 選択科⽬ 学府共通科⽬ 研究指導

博⼠課程専攻科
⽬

学修⽬標

区分 修⼠課程 博⼠課程 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

特別研究 博⼠論⽂指導演習

都市建築コロキウム 都市建築コロキウム

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

特別研究 博⼠論⽂指導演習

建築インターンシップ 建築インターンシップ

都市建築コロキウム 都市建築コロキウム

特別研究 博⼠論⽂指導演習

建築インターンシップ 建築インターンシップ 居住⽂化論講究 地域再⽣デザイ
ン学講究

環境⼼理学講究

特別研究 公共空間計画学
講究

ハビタット⼯学
講究

実践発達⼼理学
講究

都市共⽣デザインセミナー 都市共⽣デザインセミナー

建築インターンシップ 建築インターンシップ 都市計画学講究 都市設計学講究 都市環境リスク
学講究

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学講究

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

建築インターンシップ 特別研究 博⼠論⽂指導演習

学際研究論 建築インターンシップ 居住⽂化論講究 地域再⽣デザイ
ン学講究

環境⼼理学講究

⼈間環境学 学際連携研究法 学際研究論 公共空間計画学
講究

ハビタット⼯学
講究

実践発達⼼理学
講究

⼈間環境学 学際連携研究法 都市計画学講究 都市設計学講究 都市環境リスク
学講究

都市建築コロキウム 都市共⽣デザインセミナー 特別研究 強震動⼯学講究

学際研究論 都市建築コロキウム 都市共⽣デザインセミナー

⼈間環境学 学際連携研究法 学際研究論

⼈間環境学 学際連携研究法

特別研究 博⼠論⽂指導演習

建築インターンシップ 建築インターンシップ
学際研究論（博⼠）

都市共⽣デザインセミナー 都市共⽣デザインセミナー
学際連携研究法（博⼠）

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

居住⽂化論講究 地域再⽣デザイ
ン学講究

環境⼼理学講究

公共空間計画学
講究

ハビタット⼯学
講究

実践発達⼼理学
講究

特別研究 都市計画学講究 都市設計学講究 都市環境リスク
学講究

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学講究

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

博⼠論⽂指導演習

居住⽂化論講究 地域再⽣デザイ
ン学講究

環境⼼理学講究

公共空間計画学
講究

ハビタット⼯学
講究

実践発達⼼理学
講究

都市計画学講究 都市設計学講究 都市環境リスク
学講究

強震動⼯学講究

特別研究 博⼠論⽂指導演習

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

居住⽂化論講究 地域再⽣デザイ
ン学講究

環境⼼理学講究

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

公共空間計画学
講究

ハビタット⼯学
講究

実践発達⼼理学
講究

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市計画学講究 都市設計学講究 都市環境リスク
学講究

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

強震動⼯学講究

特別研究 博⼠論⽂指導演習

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

強震動⼯学特
論Ⅰ

強震動⼯学特
論Ⅱ

強震動⼯学特
論演習Ⅱ

学際研究論（博⼠）

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

強震動⼯学特
論演習Ⅰ

学際連携研究法（博⼠）

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論Ⅰ

都市環境リス
ク学特論Ⅱ

都市環境リス
ク学特論演習

居住⽂化論講究 地域再⽣デザイ
ン学講究

環境⼼理学講究

都市環境リス
ク学特論演習

都市環境リス
ク学特論演習

公共空間計画学
講究

ハビタット⼯学
講究

実践発達⼼理学
講究

都市計画学講究 都市設計学講究 都市環境リスク
学講究

強震動⼯学講究

博
⼠
論
⽂

都市災害管理学に携わる専⾨家としての⾃覚と誇りを持ち、
専⾨家に求められる倫理観を⾝につける。

建築設計・都市設計，災害管理技術，環境⼼理，実践発達
⼼理における⾼度な専⾨家としての⾃覚を持って⾼い倫理観
を⾝につける。

C-2. 評
価・創造

都市災害管理学に関する専⾨的知識と技能に基づき研究を遂
⾏する能⼒，ならびに実社会において問題の中⾝を良く吟味
し，それを解決するための⽅法を提⽰・実⾏することができ
る。

修得した都市共⽣デザイン学に関する専⾨的能⼒を⾃⾝の研
究遂⾏に⽣かし，⾃⽴した研究者として専⾨分野の発展に寄
与できる。

都市災害管理学に関わる課題を⾃ら発⾒し，客観的な分析
と独⾃の構想を通じてその解決を提案できる。

C-1. 適
⽤・分析

⼈間と科学・社会との関わりの問題を理解する能⼒を⾝につ
け，新たな課題発⾒につなげることができる。

都市共⽣デザイン学に関わる課題を⾃ら発⾒し，その問題点
を明確し整理できる。

都市共⽣デザイン学を包括する⾃然科学と⼯学及び⼈⽂・社
会科学に関する専⾨分野の深い理解に基づき、学問固有の⽅
法で思考できる。

防災・減災から復旧・復興に⾄る都市災害管理学の理念に
基づいて、⾃然条件や社会条件などの災害情報を多⾓的に分
析できる。

B. 知識・
理解

都市共⽣デザイン学に関する専⾨的能⼒のうち，⾃らが専攻
し研究を遂⾏する分野に関する⾼度な専⾨的能⼒を、統合的
に発揮することができる

地震や台⾵などによる⾃然災害における諸問題に，各種構
造物や地盤の調査や実測，実験を中⼼とした⼯学的発想と
情報科学に基づいて対処し，都市・建築における災害を予
測する⼿法を理解し、説明できる。

修⼠1年 修⼠2年 博⼠1−3年

D 実践

地域社会，国際社会が要請する新たな都市を，⾼い教養と⾒
識に基づいて⾃ら構想・創造するとともに，都市災害管理学
の視点からの社会貢献と都市災害管理学の発展へ⾃ら寄与
しようとする意欲を持つ。

実社会における問題の本質の精査，その解決⽅法の提⽰，
実⾏を通して，都市共⽣デザイン学の成果を社会に還元する
とともに国際的視野の拡⼤に努め，フィールド活動に対する
実践的意欲を持つ。

修
⼠
論
⽂

都市災害管理学を包括する⾃然科学と⼯学及び⼈⽂・社会科
学などの知識を総合的に把握し，問題解決にあたって様々な
アプローチを⽤いて、論理的に思考できる。

地震や台⾵などによる都市・建築の防災・減災および危機
管理の⼿法や都市の基本的安全システムの構築に関する⼿法
について，どれを採⽤すべきか、状況に則して適切な提案が
できる。

アーバンデザイン学および都市災害管理学を中⼼とした都市
共⽣デザイン学の各分野と、これらの分野を横断する課題を
解決するための理論と⽅法を総合的に理解し説明できる。

地震や台⾵などによる⾃然災害の誘因となる⾃然現象と都
市や建造物における⾃然災害の発災メカニズムを理解し，説
明できる。

⼈間と科学・社会の相互関係に関する問題について深く理解
し、説明できる。



建築インターンシップ 特別研究 博⼠論⽂指導演習

都市建築コロキウム 建築インターンシップ

都市建築コロキウム

建築インターンシップ 特別研究 博⼠論⽂指導演習

都市建築学コロキウム 都市共⽣デザインセミナー 建築インターンシップ

⼈間環境学 都市建築学コロキウム 都市共⽣デザインセミナー

⼈間環境学

都市建築コロキウム 都市共⽣デザインセミナー 特別研究 博⼠論⽂指導演習

学際研究論 都市建築コロキウム 都市共⽣デザインセミナー
学際研究論（博⼠）

⼈間環境学 学際連携研究法 学際研究論
学際連携研究法（博⼠）

⼈間環境学 学際連携研究法

区分 修⼠課程 博⼠課程 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q D1 D2 D3

学修⽬標 修⼠2年 博⼠1−3年

アセスメント・プラン 修⼠論⽂の内容，各授業の成績評価，および各授業の最後に⾏われる受講⽣へのアンケート調査に基づいて，学修⽬標の達成度を総合的に評価する
博⼠論⽂の内容，各授業の成績評価に基づいて，学修⽬標の達成

度を総合的に評価する。

他者との協⼒を進めながら問題解決へ努⼒する協調性と，
チームを統括するリーダーシップを備える。

他者との協⼒を進めながら問題解決へ努⼒する協調性と、
チームを統括するリーダーシップを備える。

⾃ら課題に取り組む積極性と継続的に⾃⼰研鑽を続ける能
⼒を備える。

⾃ら進んで課題に取り組む積極性と⾃分のポテンシャルを⾼
める新たな知識・技術に対する進取性を有する。

修⼠1年

A. 主体的
な学び・

協働

表現能⼒とコミュニケーション能⼒を鍛え，広く世界と交
流する視点を養う。

表現能⼒（⾃分の意⾒を明瞭に述べる能⼒，プレゼンテー
ション⼒）とコミュニケーション能⼒（討論能⼒，他分野
を理解する能⼒，語学）を⾼め，広く世界と交流する視点を
養う。


